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自民党 54人
民進党 19人
公明党 8人
共産党 5人
市民ネット・社民・無所属 4人
護憲保守の会 1人
千葉県民の声 1人
いんば無所属の会 1人
かとり無所属の会 1人
我孫子無所属の会 1人
 定数95人 現員95人
  （平成２8年10月18日現在）

ちば県議会だより  平成28年［2016年］11月5日（土曜日）

次回「ちば県議会だより」の発行日は平成29年2月5日の予定です。

▼
館
山
市
坂
田
地
区
の
残
土
埋
立
事
業

▼
木
更
津
駐
屯
地
オ
ス
プ
レ
イ
整
備

拠
点

▼
汚
染
土
の
公
共
事
業
へ
の
再
利
用

▼
沖
縄
県
東
村
高
江
へ
の
機
動
隊
派
遣

▼
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン

▼
県
立
市
野
谷
の
森
公
園

市民ネット・社民・無所属

小
こ

宮
みや

　清
きよ

子
こ

 議員
（流山市）

　

天
正
八
年（
一
五
八
〇
）か
ら
、二
九
四
年
間
に
わ
た
り
学
問
所
が
お
か
れ
た

寺
で
す
。
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
杉
の
巨
木
に
囲
ま
れ
、飯
高
寺（
は
ん
こ
う
じ
）

境
内
全
体
が
県
指
定
史
跡
に
、講
堂
・
鐘
楼（
し
ょ
う
ろ
う
）・
鼓
楼（
こ
ろ
う
）・

総
門
は
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
の
講
堂
は
、慶
安
四
年（
一
六
五
一
）に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、重
要
文
化

財
の
建
物
で
は
県
内
一
番
の
大
き
さ
で
す
。
境
内
は
、テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ

に
も
使
用
さ
れ
、た
び
た
び
撮
影
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

交
通　

 

銚
子
連
絡
道
路
横
芝
光
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
二
十
分
。
ま
た
は
Ｊ
Ｒ
総
武
本

線
八
日
市
場
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー
で
十
五
分

問
い
合
わ
せ
先　

匝
瑳
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
０
４
７
９

－

６
７

－

１
２
６
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

 h
ttp
://w

w
w
.c
ity.s

o
s
a.lg

.jp
/in
d
e
x.c
fm
/

1
6
,7
2
9
,2
3
5
,htm

l

▼
財
政
問
題

▼
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策

▼
千
葉
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

▼
成
田
空
港
の
さ
ら
な
る
機
能
強
化

▼
児
童
虐
待
防
止

▼
元
気
な
高
齢
者
の
活
躍

自 民 党

大
おお

松
まつ

　重
しげ

和
かず

 議員
（旭　市）

▼
障
害
者
の
尊
厳
を
守
る
社
会

▼
県
地
球
温
暖
化
対
策
計
画
と
防
災

▼
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
尊
重

▼
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援

▼
空
き
家
対
策

▼
少
人
数
学
級
の
実
現

民 進 党

石
いし

井
い

　宏
ひろ

子
こ

 議員
（君津市）

▼
防
災
対
策

▼
フ
ー
ド
バ
ン
ク
支
援

▼
耕
畜
連
携
の
推
進

▼
が
ん
対
策

▼
千
葉
県
版
政
労
使
会
議

▼
外
国
人
児
童
生
徒
へ
の
進
学
支
援

公 明 党

横
よこ

山
やま

　秀
ひで

明
あき

 議員
（八千代市）

▼
知
事
の
政
治
姿
勢（
八
ッ
場
ダ
ム
建

設
）

▼
県
内
経
済
と
公
契
約
条
例
の
制
定

▼
地
震
対
策（
住
宅
の
耐
震
化
）

▼
生
活
保
護
行
政

▼
盤
洲
干
潟
な
ど
自
然
環
境
の
保
全

▼
北
総
鉄
道
の
高
運
賃
問
題

共 産 党

丸
まる

山
やま

　慎
しん

一
いち

 議員
（船橋市）

※ 

質
問
項
目
は
、主
な
項
目
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
項
目

は
、千
葉
県
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

代
表
質
問

　

九
月
定
例
県
議
会
は
、九
月
二
十
一
日
に
招

集
さ
れ
、十
月
十
八
日
ま
で
の
二
十
八
日
間
に

わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
に
は
、議
長
の
諸
般
の
報
告
に
続
き
、

平
成
二
十
八
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
等
の
議

案
十
七
件
、報
告
十
七
件
及
び
決
算
認
定
に
つ

い
て
が
上
程
さ
れ
、知
事
か
ら
提
案
理
由
説
明

と
県
政
の
当
面
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
八
日
の
質
問
初
日
に
は
、議
員
発

議
に
よ
る「
千
葉
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
及
び
心
肺

蘇
生
法
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
条
例（
以
下

「
Ａ
Ｅ
Ｄ
条
例
」）」及
び「
千
葉
県
自
転
車
の
安

全
で
適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例（
以

下「
自
転
車
条
例
」）が
上
程
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
提

出
者
の
趣
旨
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
八
日
か
ら
六
日
間
に
わ
た
り
行
わ

れ
た
代
表
質
問
及
び
一
般
質
問
は
、二
十
三
名

の
議
員
が
登
壇
し
、財
政
問
題
を
は
じ
め
、地
震

対
策
、防
災
、医
療
問
題
、環
境
問
題
、道
路
問

題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

　

十
月
三
日
に
は
、「
北
朝
鮮
に
よ
る
五
度
目
の

核
実
験
に
対
す
る
抗
議
決
議
」が
上
程
さ
れ
、可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
、十
月
七
日
か
ら
四
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
、付
託
さ
れ
た
議
案
・
請

願
・
発
議
案（
Ａ
Ｅ
Ｄ
条
例
・
自
転
車
条
例
）に

つ
い
て
具
体
的
・
専
門
的
な
審
査
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

最
終
日
に
は
、各
常
任
委
員
会
委
員
長
の
審

査
結
果
報
告
、討
論
が
行
わ
れ
、採
決
の
結
果
、

議
案
及
び
発
議
案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、議
員
発
議
案（
意
見
書
）二
十
二
件

が
上
程
さ
れ
、そ
の
う
ち
七
件
を
可
決
し
、今
定

例
会
に
付
議
さ
れ
た
す
べ
て
の
案
件
の
審
議
を

終
了
し
ま
し
た
。

九
月
定
例
県
議
会
の

あ
ら
ま
し

飯
いい

高
だか

檀
だん

林
りん

跡
あと

（飯
はん

高
こう

寺
じ

）
（匝瑳市飯高1789）

九
月
二
十
八
日（
水
）

九
月
二
十
九
日（
木
）

九
月
三
十
日（
金
）
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航
空
機
騒
音
の
影
響
範
囲
を
示
す

騒
音
コ
ン
タ
ー
及
び
環
境
対
策
な
ど
、

具
体
的
な
内
容
が
初
め
て
提
案
さ
れ

た
。

　

一
方
、
空
港
周
辺
の
市
町
か
ら

は
、
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和
に
つ
い

て
、
騒
音
地
域
の
住
民
の
意
見
を
十

分
考
慮
す
る
こ
と
、
ま
た
、
航
空
機

か
ら
の
落
下
物
対
策
や
地
域
振
興
策

等
に
つ
い
て
も
、
具
体
的
な
検
討
を

求
め
る
な
ど
の
意
見
が
出
た
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
国
、
県
、
周

辺
九
市
町
、
空
港
会
社
の
四
者
は
、

・ 

国
及
び
空
港
会
社
は
、
今
回
の
提

案
に
つ
い
て
、
地
域
住
民
へ
丁
寧

に
説
明
し
、
理
解
と
協
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
る
。

・ 

騒
音
コ
ン
タ
ー
に
基
づ
き
、
騒
音

区
域
の
見
直
し
作
業
に
着
手
す
る
。

・ 

落
下
物
の
対
策
や
地
域
振
興
策
に

つ
い
て
も
、
具
体
的
に
検
討
を
進

め
る
。

こ
と
な
ど
を
内
容
と
す
る
確
認
書
を

締
結
し
た
。

国
土
強
靭
化

問
　
千
葉
県
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

で
定
め
る
目
標
を
達
成
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
。

答　

本
計
画
で
は
、
災
害
が
発
生
し

た
場
合
、
想
定
さ
れ
る
最
悪
の
事
態

と
し
て
、
「
大
規
模
津
波
等
に
よ
る

多
数
の
死
者
の
発
生
」
や
「
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
寸
断
等
に
よ
る
企
業

の
生
産
力
の
低
下
」
な
ど
三
十
七
項

目
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
を
回
避
す
る

た
め
、
今
後
必
要
と
な
る
施
策
の
方

針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

財

政

問
　
平
成
二
十
八
年
度
九
月
補
正
予

算
は
、
ど
の
よ
う
な
点
に
力
を
入
れ

て
予
算
編
成
を
行
っ
た
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
収
支
見
通
し
は
ど

う
か
。

答　

今
回
の
補
正
予
算
は
、
保
育
の

受
け
皿
や
介
護
基
礎
の
整
備
な
ど
、

喫
緊
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
の
事

業
や
、
熊
本
地
震
な
ど
を
踏
ま
え
た

く
ら
し
の
安
全
・
安
心
、
産
業
振
興

の
た
め
の
事
業
を
追
加
す
る
と
と
も

に
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
み
立
て

を
計
上
し
た
。

　

今
後
の
収
支
の
見
通
し
は
、
現
時

点
で
は
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
含
む

実
質
的
な
地
方
交
付
税
が
増
収
と

な
る
が
、
海
外
景
気
や
国
内
の
個
人

消
費
の
動
向
に
よ
っ
て
は
、
県
税
が

減
収
と
な
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
に
加

え
、
今
後
、
人
事
委
員
会
勧
告
を
踏

ま
え
た
給
与
改
定
な
ど
、
追
加
財
政

需
要
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
の
経
済
対
策
に
つ
い

て
も
早
期
に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
県
税
収
入
の
動
向
な
ど

を
十
分
注
視
し
な
が
ら
、
適
正
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
く
。

成

田

空

港

問
　
成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化

に
つ
い
て
、
四
者
協
議
会
で
の
協
議

の
状
況
は
ど
う
か
。

答　

本
年
八
月
に
開
催
さ
れ
た
四
者

協
議
会
で
は
、
空
港
会
社
か
ら
、
第

三
滑
走
路
な
ど
の
位
置
と
空
港
の

敷
地
拡
張
、
夜
間
飛
行
制
限
の
緩
和
、

　

こ
の
方
針
を
踏
ま
え
、
施
設
の
耐

震
化
や
海
岸
保
全
施
設
の
強
化
な

ど
の
ハ
ー
ド
対
策
か
ら
、
発
災
時
に

お
け
る
民
間
企
業
の
事
業
継
続
の
促

進
や
地
域
防
災
力
の
向
上
な
ど
の
ソ

フ
ト
対
策
ま
で
、
市
町
村
や
民
間
事

業
者
と
連
携
し
な
が
ら
、
全
庁
を
あ

げ
て
幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
計
画
の
中
に
、
客
観
的
な

指
標
を
設
定
し
、
毎
年
度
施
策
の
進

捗
状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、
お
お
む

ね
五
年
ご
と
に
計
画
の
見
直
し
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

汚

染

土

問
　
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
別
措

置
法
に
よ
り
、
県
内
で
指
定
さ
れ
て

い
る
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
に

お
け
る
除
去
土
壌
の
保
管
状
況
は

ど
う
か
。

答　

本
県
で
は
、
柏
市
や
流
山
市
な

ど
東
葛
飾
地
域
を
中
心
と
し
た
九

市
が
当
該
地
域
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
除
染
実
施
市
の
保
管
し
て
い

る
除
去
土
壌
は
、
約
九
万
八
千
立
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
除
去
土
壌
は
、
い
ず
れ

も
、
放
射
性
物
質
に
よ
り
人
の
健
康

や
生
活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

よ
う
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
定
め

る
方
法
に
よ
り
、
飛
散
防
止
や
大
雨

に
よ
る
流
出
防
止
の
た
め
の
措
置
を

実
施
し
た
上
で
、
適
正
に
保
管
さ
れ

て
い
る
。児

童
虐
待
防
止

問
　
改
正
児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童

相
談
所
の
体
制
強
化
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

改
正
児
童
福
祉
法
で
は
、
児
童

虐
待
相
談
対
応
件
数
の
増
加
や
複

雑
・
困
難
な
ケ
ー
ス
が
多
く
発
生
し

て
い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
児
童
福
祉

司
の
配
置
数
の
見
直
し
や
弁
護
士
等

の
配
置
な
ど
、
児
童
相
談
所
の
体
制

強
化
が
図
ら
れ
た
。

　

特
に
児
童
福
祉
司
の
配
置
数
に
つ

い
て
は
、
従
来
、
四
万
人
か
ら
七
万

人
に
一
人
の
配
置
と
し
て
い
た
も
の

を
、
四
万
人
に
一
人
以
上
の
配
置
に

加
え
、
虐
待
相
談
対
応
の
発
生
率
が

高
い
団
体
に
は
上
乗
せ
し
た
配
置
標

準
が
示
さ
れ
た
。

　

今
後
、
県
で
は
児
童
福
祉
司
の
配

置
標
準
を
も
と
に
配
置
数
を
定
め
、

計
画
的
に
人
員
確
保
に
努
め
て
い

く
。

　

ま
た
、
新
た
に
必
要
と
な
る
弁
護

士
等
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
示

さ
れ
る
国
の
運
営
指
針
に
沿
っ
て
適

切
に
対
応
し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
児

問
　
児
童
福
祉
法
改
正
を
受
け
、
医

療
的
ケ
ア
を
要
す
る
障
害
児
に
対

す
る
支
援
に
つ
い
て
県
と
し
て
ど
う

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

答　

児
童
福
祉
法
の
改
正
に
お
い
て
、

地
方
公
共
団
体
は
医
療
的
ケ
ア
を

必
要
と
す
る
障
害
児
が
、
適
切
な
支

援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
保
健
・
医

療
・
福
祉
等
の
支
援
を
行
う
機
関
と

の
連
携
体
制
の
整
備
に
努
め
る
こ
と

と
さ
れ
た
。

　

本
県
で
は
、
平
成
二
十
五
年
度
か

ら
関
係
者
と
連
携
し
、
地
域
に
お
け

る
医
療
福
祉
資
源
の
把
握
を
行
う

と
と
も
に
、
訪
問
看
護
師
や
相
談
支

援
専
門
員
等
延
べ
八
百
三
十
四
人
に

対
し
障
害
児
に
対
応
し
た
医
療
的
ケ

ア
や
相
談
支
援
技
術
の
研
修
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

　

今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
有

識
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
を

通
じ
て
、
関
係
者
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

障
害
児
が
適
切
な
支
援
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
さ
ら
な
る
体
制
の
充
実

に
努
め
て
い
く
。

性

犯

罪
・

性

暴

力

問
　
「
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
に

対
す
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
の
あ
り

方
検
討
会
議
」
に
お
け
る
検
討
状
況

と
、
県
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
は

ど
う
か
。

答　

検
討
会
議
で
は
、
性
犯
罪
・
性

暴
力
被
害
者
に
対
す
る
支
援
内
容
、

支
援
に
当
た
っ
て
の
課
題
、
本
県
の

実
情
に
応
じ
た
支
援
体
制
な
ど
に
つ

い
て
、
被
害
者
支
援
に
携
わ
っ
て
い

る
関
係
機
関
や
有
識
者
と
、
検
討
を

行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
県
で
は
、
検
討
会
議
で
の

議
論
も
踏
ま
え
、
支
援
を
行
っ
て
い

る
民
間
団
体
な
ど
と
、
具
体
的
な
役

割
分
担
や
連
携
体
制
な
ど
に
つ
い
て
、

調
整
を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
民
間
団
体
や
関
係
機
関

そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
す
と
と
も

に
、
相
互
に
連
携
し
た
体
制
を
構
築

し
、
被
害
者
に
寄
り
添
っ
た
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
支
援
を
実
現
し
て
い
く
。

政
労
使
会
議

問
　
九
月
二
十
六
日
に
開
催
さ
れ
た
、

千
葉
県
版
政
労
使
会
議
の
内
容
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

千
葉
労
働
局
、
労
働
団
体
、
経

済
団
体
及
び
金
融
機
関
の
代
表
者

と
と
も
に
、
知
事
と
し
て
出
席
し
、

働
き
や
す
さ
と
働
き
が
い
の
あ
る
雇

用
環
境
の
実
現
に
向
け
て
、
意
見
交

換
し
「
ち
ば
働
き
方
改
革
共
同
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
た
。

　

採
択
さ
れ
た
共
同
宣
言
は
、
時
間

外
労
働
の
縮
減
や
年
次
有
給
休
暇

の
取
得
促
進
、
不
本
意
非
正
規
労
働

者
の
正
社
員
化
な
ど
の
、
働
き
方
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
県
内
の

企
業
、
自
治
体
、
各
団
体
等
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
積
極
的
か
つ
継
続
的

に
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

台
風
九
号
被
害

問
　
台
風
九
号
で
被
災
し
た
農
林
漁

業
者
等
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
支

援
を
し
て
い
る
の
か
。

答　

台
風
九
号
は
、
水
稲
や
ニ
ン
ジ

ン
な
ど
の
農
作
物
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
な
ど
の
園
芸
施
設
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
、
被
害
額
は
約

三
十
六
億
九
百
万
円
に
の
ぼ
り
、
農

作
物
・
園
芸
施
設
の
被
害
額
と
し

て
は
過
去
十
年
間
で
最
大
と
な
っ

た
。

　

県
で
は
、
各
農
業
事
務
所
に
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
被
害
を
最
小
限
に

と
ど
め
る
た
め
の
技
術
指
導
を
行
う

と
と
も
に
、
農
業
経
営
者
の
維
持
安

定
を
図
る
た
め
、
無
利
子
の
災
害
融

資
制
度
を
創
設
し
た
。

　

さ
ら
に
、
国
に
対
し
て
、
被
災
し

た
農
林
漁
業
者
の
経
営
の
安
定
や
、

施
設
の
復
旧
へ
の
支
援
措
置
を
要
望

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
制
度
を

十
分
活
用
し
、
復
旧
に
向
け
で
き
る

限
り
の
支
援
に
努
め
て
い
く
。

八
ッ
場
ダ
ム

問
　
地
す
べ
り
な
ど
、
さ
ら
な
る
対

策
が
必
要
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、
事
業
費
の
増
額
や
工
期
の

変
更
に
つ
い
て
ど
う
か
。

答　

国
は
、
現
時
点
に
お
い
て
想
定

さ
れ
る
地
す
べ
り
対
策
な
ど
、
す
べ

て
の
増
額
要
因
と
コ
ス
ト
縮
減
策
の

両
面
か
ら
精
査
を
進
め
た
結
果
、
今

回
、
基
本
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
、
事
業
費
の
増
額
や
工
期
の
変

更
は
な
い
も
の
と
し
て
い
る
。

代
表
質
問
か
ら

可
決
・
承
認
さ
れ
た
議
案

◆ 

平
成
二
十
八
年
度
補
正
予
算
関
係

（
六
件
）

▽
一
般
会
計（
一
件
）

▽
特
別
会
計（
五
件
）

◆
条
例
の
一
部
改
正（
七
件
）

▽
千
葉
県
行
政
組
織
条
例

▽
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る

事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る

条
例

▽
住
民
基
本
台
帳
法
に
基
づ
く
本

人
確
認
情
報
の
利
用
及
び
提
供

に
関
す
る
条
例

▽
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例

▽
水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
き
排

水
基
準
を
定
め
る
条
例

▽
宅
地
開
発
事
業
の
基
準
に
関
す

る
条
例

▽
千
葉
県
警
察
基
本
条
例

◆
そ
の
他（
四
件
）

▽
財
産
の
処
分

▽
八
ッ
場
ダ
ム
の
建
設
に
関
す
る

基
本
計
画
の
変
更
に
対
す
る
意
見

▽
和
解

▽
専
決
処
分
の
承
認

◆
議
員
提
出
条
例（
二
件
）

▽
千
葉
県
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
及
び
心

肺
蘇
生
法
の
実
施
の
促
進
に
関

す
る
条
例

▽
千
葉
県
自
転
車
の
安
全
で
適
正

な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

可
決
さ
れ
た
意
見
書

▽
私
学
助
成
の
充
実
強
化
等
に
関

す
る
意
見
書

▽
返
済
不
要
の「
給
付
型
奨
学
金
」

の
創
設
及
び
無
利
子
奨
学
金
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書

 

（
三
面
に
続
く
）
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▽
北
朝
鮮
に
よ
る
日
本
人
拉
致
問

題
の
早
急
な
解
決
を
求
め
る
意

見
書

▽
指
定
生
乳
生
産
者
団
体
制
度
の

存
続
と
機
能
強
化
を
求
め
る
意

見
書

▽
チ
ー
ム
学
校
推
進
法
の
早
期
制

定
を
求
め
る
意
見
書

▽
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
対
す
る
支

援
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

▽
有
害
鳥
獣
対
策
の
推
進
を
求
め

る
意
見
書

採
択
さ
れ
た
請
願

▽「
建
築
物
の
耐
震
改
修
の
促
進

に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」に
伴
う
耐
震
診
断

結
果
の
適
正
な
公
表
時
期
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
第
一
項
、

第
二
項
）

問
　
既
存
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
新

し
い
消
防
学
校
・
防
災
研
修
セ
ン
タ

ー
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

　
ま
た
、
今
回
の
整
備
に
伴
い
、
ど

の
よ
う
な
点
を
機
能
強
化
す
る
の

か
。

答　

整
備
の
進
捗
状
況
は
、
現
在
、

用
地
の
造
成
工
事
を
行
っ
て
お
り
、

年
内
に
終
了
の
予
定
で
あ
る
。

　

ま
た
、
先
般
、
建
設
業
者
を
入
札

に
よ
り
決
定
し
、
議
会
の
承
認
後
、

年
明
け
か
ら
工
事
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

　

機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
複
雑
・

多
様
化
し
て
い
る
災
害
に
対
応
す

る
た
め
、
倒
壊
し
た
建
物
や
が
れ
き

か
ら
の
救
助
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ

り
水
没
し
た
車
両
か
ら
の
救
助
な

ど
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
す

る
た
め
の
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

問
　
駅
ホ
ー
ム
に
お
け
る
転
落
防
止

対
策
に
つ
い
て
、
か
ら
だ
の
不
自
由

な
方
へ
の
声
か
け
運
動
な
ど
、
ソ
フ

ト
面
で
の
対
策
を
推
進
し
て
い
く

べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

国
に
お
い
て
「
駅
ホ
ー
ム
に
お

け
る
安
全
性
向
上
の
た
め
の
検
討

会
」
を
設
置
し
、ハ
ー
ド
だ
け
で
な
く
、

ソ
フ
ト
の
面
か
ら
も
総
合
的
な
対
策

総
務
防
災
常
任
委
員
会

総
合
企
画
水
道
常
任
委
員
会

の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
県
と
し
て
も
、
国
や
鉄
道
事
業

者
の
検
討
状
況
な
ど
を
注
視
し
な
が

ら
、
必
要
な
対
応
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
県
民
の
期

待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
整
備
を

し
て
ほ
し
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　

が
ん
セ
ン
タ
ー
の
新
棟
整
備
に

つ
い
て
は
、
平
成
三
十
一
年
度
末
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
実
施
設
計
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
、
高
齢
化

等
へ
の
対
応
も
含
め
、
計
画
ど
お
り

の
進
捗
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
自
転
車
条
例
案
に
お
い
て
、
道

路
交
通
法
で
定
め
ら
れ
た
以
上
の

上
乗
せ
規
定
は
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答　

主
な
上
乗
せ
規
定
と
し
て
、

① 

十
六
時
か
ら
二
十
時
の
間
の
交
通

事
故
で
、
自
転
車
が
関
係
す
る
事

故
が
全
体
の
三
割
近
く
を
占
め

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
夕
方
の
ラ

イ
ト
点
灯
」

② 

自
転
車
の
関
係
す
る
事
故
全
体

の
七
割
が
交
差
点
や
そ
の
付
近
で

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
自

転
車
側
面
へ
の
反
射
材
の
装
着
」

③ 

事
故
に
遭
っ
た
場
合
の
頭
部
保

護
の
た
め
、
「
子
ど
も
た
ち
や
高

齢
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
」

に
、
そ
れ
ぞ
れ
に
努
め
る
こ
と
を
規

定
し
た
。

問
　
二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ

健
康
福
祉
常
任
委
員
会

環
境
生
活
警
察
常
任
委
員
会

商
工
労
働
企
業
常
任
委
員
会

れ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
経
済
波
及
を

目
指
し
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
の
か
。

答　

経
済
波
及
に
つ
い
て
は
、
県
内

全
体
に
い
き
わ
た
る
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
る
。

　

宿
泊
施
設
や
商
店
街
等
に
お
け

る
外
国
人
観
光
客
の
受
け
入
れ
体

制
の
整
備
な
ど
、
持
続
的
な
地
域
経

済
の
発
展
に
結
び
つ
く
よ
う
、
取
り

組
ん
で
い
く
。

問
　
台
風
九
号
に
よ
る
農
林
水
産

業
の
被
害
と
そ
の
対
応
は
ど
う
か
。

答　

台
風
九
号
に
よ
る
被
害
額
は
、

過
去
十
年
間
で
二
番
目
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
県
の
施
策
と
あ
わ
せ
、
国

に
対
し
支
援
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　

こ
の
要
望
を
踏
ま
え
、
十
月
七
日

に
国
か
ら
「
平
成
二
十
八
年
台
風
に

よ
る
被
災
農
林
漁
業
者
へ
の
支
援

対
策
」
が
示
さ
れ
、
県
の
要
望
に
つ

い
て
も
、
お
お
む
ね
反
映
さ
れ
た
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、
復

旧
に
向
け
、
で
き
る
限
り
の
支
援
に

努
め
て
い
き
た
い
。

問
　
利
根
川
の
最
下
流
に
位
置
す

る
本
県
に
と
っ
て
、
八
ッ
場
ダ
ム
の

効
果
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答　

既
設
の
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
と

相
ま
っ
て
、
上
流
域
で
洪
水
調
節
を

し
、
下
流
域
へ
流
れ
る
洪
水
を
低
減

さ
せ
る
と
い
っ
た
、
治
水
上
の
効
果

が
あ
る
。

問
　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球

農
林
水
産
常
任
委
員
会

県
土
整
備
常
任
委
員
会

文
教
常
任
委
員
会

場
の
耐
震
・
大
規
模
改
修
の
内
容

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
ま
た
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　

ス
タ
ン
ド
の
耐
震
改
修
、
老
朽

化
対
応
と
し
て
、
給
排
水
設
備
・
観

客
席
の
改
修
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
両
翼
・
セ
ン

タ
ー
方
向
へ
の
延
伸
・
拡
張
を
行
う
。

　

ま
た
、
照
明
設
備
の
設
置
を
検
討

し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
七
年
度
か
ら
平
成
二

十
八
年
度
に
か
け

て
実
施
設
計
を
、

平
成
三
十
年
度
か

ら
の
二
カ
年
で
工

事
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

各
常
任
委
員
会
の

主
な
質
疑
か
ら
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●会議録検索　●会議の概要
●議会図書室の利用案内

〈ホームページアドレス〉
http://www.pref.chiba.lg.jp/gikai/
または、検索サイトで 検 索を してください。千葉県議会

千葉県議会ホームページ インターネット中継　動画配信中

スマートフォン・
タブレット端末でも
視聴できます。

「決算審査特別委員会」を設置

■平成28年決算審査特別委員会委員名簿（平成27年度決算）

自　　民　　党

◎ 臼　井　正　一 ◯ 瀧　田　敏　幸

大　松　重　和 武　田　正　光

山　本　義　一 関　　　政　幸

小　池　正　昭 中　村　　　実

小　路　正　和 茂　呂　　　剛

民　　進　　党
竹　内　圭　司 安藤　じゅん子

鈴　木　陽　介

公　　明　　党 秋　林　貴　史 仲　村　秀　明

共　　産　　党 三　輪　由　美

市民ネット・社民・無所属 入　江　晶　子
◎委員長　○副委員長

10月5日の本会議において、県の平成27年度一般会計及び特別会計
の決算を審査するため、決算審査特別委員会を設置しました。

議員発議条例2件が可決されました 「AED条例」・「自転車条例」

●「自転車条例」概要
　この条例は、誰もが手軽に利用できる「自転車」による交通事
故や危険運転が後を絶たず、加害事故により高額の損害賠償義
務を負った事例も発生している状況から、自転車の安全で適正
な利用を実現し、歩行者や自転車などが共に安全に通行し、県
民が安心して暮らせる地域づくりを目的としています。
　主な内容は、自転車利用者に、車両運転者としての自覚や法
令遵守を求め、運転時の「夕方からのライト点灯」や「“スマホ
を見ながら”といった『ながら運転』をしない」ことなど、特に
守ってもらいたい事項を定めています。
　また、学校や家庭での交通安全教育の実施や、高齢者に対す
る家族からの助言、点検整備の実施やヘルメット着用などに
ついても定めています。
　さらに、自転車による加害事故への備えとなる自転車損害
賠償保険への加入の有無の確認や加入促進についても盛り込
んでいます。

　9月定例県議会において、議員提出による「千葉県AEDの使用及び心肺蘇生法の実施の促進に関する条例」及び「千葉県自転
車の安全で適正な利用の促進に関する条例」が可決されました（平成29年4月1日施行予定）。

●「AED条例」概要
　この条例は、急性心筋梗塞など心原性心肺機能停止に
なった人に対し、発見者がAEDを使用し、また、心肺蘇生法
を実施することが救命と早期の社会復帰に寄与することか
ら、AEDの使用等の普及促進と、これらを自発的かつ積極
的に行うことができる環境作りを進め、一人でも多くの救
命と後遺症の軽減が実現されることを目的としています。
　主な内容は、AEDの使用等について県民に正しい知識
と技能等を持ってもらうため、学校での取組を促進するこ
ととしており、特に県立中・高等学校では、心肺蘇生法や
AEDの実習を行うこととしています。
　また、県は、AEDの設置を計画的に進めるとともに、その
設置情報を集約して県民に公表することを規定していま
す。
　さらに、AEDの使用等により、万が一、訴訟を起こされた
場合の援助についても定めています。
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「ちば県議会だより」は、新聞折り込みのほか、県庁総合案内、地域振興事務所・県立図書館・博物館などの県の施設、市町村役場などで入手できます。
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9月定例県議会 知事あいさつ
◎平成28年度一般会計補正予算案
　一般会計の補正額は、55億2,090万余円の増額で、
補正後の予算額は、1兆7,194億2,115万余円となり
ます。
　今回の補正予算では、「くらし満足度日本一」の千葉
を目指し、喫緊の課題に対応するための事業を計上い
たしました。
①子ども・子育て世代への支援
　結婚・出産・子育てがしやすい環境をつくるため、
保育士資格の取得を目指す学生を支援する修学資金な
どを創設するとともに、資格を持ちながら現在は就業
していない「潜在保育士」の実態調査を行い、再就職等
を支援します。
　また、事業所内保育所の整備にあたり、新たに備品整
備に対する助成を行うほか、放課後児童クラブの施設
整備についての予算を増額します。さらに、国の交付
金を活用し、市町村が実施する結婚支援や少子化対策
のための事業に対し助成を行います。
②福祉・医療の充実
　介護基盤の充実のため、小規模特別養護老人ホーム
などの施設整備費や開設準備経費への助成を増額する
ほか、市町村が行う高齢者の生活支援サービスの担い
手となる人材の養成研修を新たに実施します。
　また、6月議会で成立した「千葉県手話言語等の普及
の促進に関する条例」について、県民の理解を深めると
ともに、県議会中継に新たに手話通訳を導入します。
③くらしの安全・安心の確立
　4月に発生した熊本地震に対し、県から被災地へ提
供した備蓄物資の再整備を進めるとともに、職員や災
害派遣精神医療チームなどの派遣に要した費用を計上
します。
　また、熊本地震の避難所における被害状況を踏まえ、
県立学校の体育館における天井材や照明器具等の落
下防止対策を進めるほか、本年5月に島根県で発生し
た落石事故を受けて実施した県内道路の緊急点検によ
り、早期に対策が必要とされた法面の補修・補強工事
を実施します。
　このほか、振り込め詐欺などの被害を抑止するため、
高齢者などに個別に防犯指導を行う「電話de詐欺・悪
質商法被害抑止コールセンター事業」を平成29年度も
継続して実施します。
④産業の振興と経済活性化
　本県で15年ぶりとなるいちごの新品種「チーバベ
リー」がデビューしました。これを契機に、観光いちご
園などへの観光客誘致につなげるため、地域のイベン
トなどと連携したPR事業を実施します。
　また、近年の高水温によるノリの不作に対し、本県で
開発した高水温耐性品種「ちばの輝き」を増産するため
の設備整備を行います。
　さらに、畜産競争力の強化を図るため、経営規模の拡
大や生産の効率化を目的として行う施設整備への助成
を増額します。
　このほか、平成29年5月に国立がん研究センター東

病院内に開設される「次世代外科・内視鏡治療開発セ
ンター」と連携し、健康・医療分野の機器開発における
県内中小企業への支援体制を強化します。

◎オリンピック・パラリンピック
　リオオリンピック・パラリンピックでは、千葉県ゆ
かりの選手もめざましい活躍を見せ、県民に感動を与
えてくれました。
　また、夏の全国高校総体では、団体で7競技6校が、個
人で5競技6名が、全国一の栄誉に輝くなど、本県の高
校生はすばらしい活躍でした。
　県では、4年後の東京オリンピック・パラリンピック
に向けて、ジュニア世代の選手や障害者アスリートの
競技力強化への支援を行っており、千葉県選手が一人
でも多く出場し、県民に元気と勇気を与えてくれるよ
う期待しています。

◎ちばアクアラインマラソン２０１６
　今回の大会では、リオパラリンピックに出場された
選手を4名招待するなど、世界最高レベルのスピード
を間近で体感できる貴重な機会です。さらに今回の特
徴として、450人を超える多くの外国人ランナーが参
加を予定しているなど、国際色豊かな大会となってお
り、千葉県の魅力を世界に発信する絶好の機会と考え
ています。
　地域の皆さんによる沿道の熱い応援に加え、スター
ト地点、フィニッシュ地点で、千葉県の食や物産を堪能
できる屋台村やステージイベントなどを行い、会場に
訪れる皆さまを日本一のおもてなしでお迎えしたいと
考えています。

そのほか、議案の概要説明と、海外出張、北千葉道路に
ついての報告がありました。
　知事あいさつの全文は、県ホームページでご覧にな
れます。 千葉県議会　知事あいさつ 検索

平成28年12月定例県議会 会期及び議事・委員会予定（素案）

　インターネットでも本
会議、予算委員会の生中
継及び録画中継（過去3年
分）をご覧いただけます。

▲議会中継ＱＲ
コード（スマー
トフォン・タブ
レット）

…「チバテレビ」での生放送があります。なお、12月定例県
議会より、手話通訳を挿入する予定です。ぜひご覧ください。

TV

月　　日 議事・委員会予定 開議予定時間
11月25日（金）開会日  TV 午前10時～
12月 1日（木）質疑並びに一般質問 TV 〃

2日（金）  〃 TV  〃
5日（月）  〃 〃
6日（火）  〃 〃
7日（水）  〃 〃
8日（木）  〃 〃
12日（月）常任委員会（健康福祉・文教） 〃
13日（火）  〃  （総合企画水道・商工労働企業） 〃
14日（水）  〃  （環境生活警察・県土整備） 〃
15日（木）  〃  （総務防災・農林水産） 〃
20日（火）閉会日 午後１時～

※本案はおおむねの日程であり、招集日前の議会運営委員会で協議されます。


